
旧
軍
施
設
の
寮
で
始
ま
っ
た
病
院

板
橋
の
養
育
院
本
院
は
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
四
月
の
大
空
襲
で
火
の
海
と
な
り
、
大

半
の
建
物
を
焼
失
し
ま
し
た
。

終
戦
直
後
は
焼
け
残
っ
た
育
児
室
を
養
育
院

の
事
務
所
と
し
て
使
い
始
め
ま
し
た
。
し
か
し

元
の
よ
う
に
建
物
を
再
建
で
き
る
社
会
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
東
京
は
戦
災
の
被
災
者
や
浮
浪
者
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
養
育
院
の
児
童
も
疎
開
先

か
ら
引
き
揚
げ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
軍
用
施
設

の
借
用
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

■

ま
ず
板
橋
分
院
（
現
在
の
東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
東
武
東
上
線
を
挟
ん
だ
向

こ
う
側
）
に
隣
接
し
た
旧
軍
施
設
の
寮
の
借
用

を
申
請
し
ま
し
た
が
す
で
に
他
の
利
用
が
決

ま
っ
て
い
た
た
め
、
次
に
板
橋
町
四
丁
目
の
旧

陸
軍
第
一
造
兵
廠
（
兵
器
工
場
）
工
員
寮
「
大

山
宿
舎
」
の
使
用
を
申
請
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
大
山
宿
舎
の
一
角
に
あ
る
至
誠
寮
の
借
用

が
許
可
さ
れ
、
翌
昭
和
二
一
年
に
は
、
大
山
宿

舎
生
徒
舎
の
一
部
も
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
六
月
、
至

誠
寮
は
養
育
院
附
属
病
院
と
名
付
け
ら
れ
、

養
育
収
容
者
に
限
ら
ず
診
療
を
開
始
し
ま

し
た
。
病
院
は
建
物
が
狭
く
、
病
院
機
能

を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
た
め
、
一
九
四

八
（
昭
和
二
三
）
年
に
か
け
て
レ
ン
ト
ゲ

ン
室
や
受
電
設
備
、
看
護
婦
寄
宿
舎
な
ど

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

養
育
院
の
敷
地
に
は
、
高
齢
者
専
門
病

院
・
老
人
総
合
研
究
所
・
昭
和
三
〇
年
代
に

始
ま
る
老
人
ホ
ー
ム
・
一
九
七
六
（
昭
和
五

一
）
年
に
は
板
橋
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
新
設

と
、
高
齢
者
の
医
療
・
福
祉
・
研
究
の
施
設

が
集
中
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

附
属
病
院
は
、
第
二
代
病
院
長
豊
倉
康
夫
の

「
国
際
的
に
通
用
す
る
病
院
名
に
」
と
い
う
意

向
で
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
に
東
京
都

老
人
医
療
セ
ン
タ
ー
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

板橋構内（東京都健康長寿医療センター所蔵）

国際老年学会 昭和51年（東京
都老人医療センター36年の軌跡
付録CD収録）

外来の待合席（東京都健康長寿医療センター所蔵）

二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
、

東
京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー
と

東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
は
経

営
統
合
し
て
、
地
方
独
立
行
政

法
人

東
京
都
健
康
長
寿
医
療

セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
ま
し
た
。

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
、

新
し
い
建
物
が
完
成
し
、
旧
医

療
セ
ン
タ
ー
・
研
究
所
の
建
物

か
ら
引
っ
越
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
六
月
に
は
外
来
診
療
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
。

大山宿舎の門に掲げられた附属病院の看板（東京都健康長寿医療
センター所蔵）

附属病院（東京都健康長寿医療センター所蔵）

東京都老人医療センター
の玄関（東京都老人医
療センター36年の軌跡
付録CD収録）

老人医療センターの外観（東京都老人
医療センター36年の軌跡 付録CD収
録）

現在の東京都健康長寿医療センター

櫻園通信 76 令和4年3月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター



病
院
開
設
時
は
、
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、

眼
科
、
歯
科
、
産
婦
人
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
放

射
線
科
、
薬
剤
科
、
看
護
科
が
あ
り
、
医
師
は

二
〇
名
、
看
護
師
は
九
八
名
で
し
た
。
外
部
か

ら
は
精
神
科
や
皮
膚
科
の
専
門
医
も
定
期
的
に

来
て
診
療
に
あ
た
り
ま
し
た
。

板
橋
分
院
構
内
に
は
一
九
五
八
年
に
看
護
婦

寄
宿
舎
が
で
き
て
至
誠
寮
の
寄
宿
舎
か
ら
移
り

ま
し
た
。
同
年
に
は
養
育
院
附
属
准
看
護
学
院

の
教
室
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
、
東
京
都
知
事

は
老
人
病
院
問
題
懇
談
会
と
い
う
場
で
、
老
人

病
院
・
研
究
所
・
リ
ハ
ビ
リ
施
設
な
ど
を
併
せ

た
施
設
の
設
置
と
い
う
考
え
を
出
し
ま
し
た
。

新
病
院
の
具
体
的
な
計
画
は
翌
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

養
育
院
附
属
病
院
開
院
の
少
し
前
、
三
月
に

は
養
育
院
事
務
室
が
育
児
室
か
ら
陸
軍
第
一
造

兵
廠
の
生
徒
舎
に
移
り
ま
し
た
。

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
は
一
年
間
の
入

所
者
が
約
一
万
一
四
〇
〇
人
に
達
し
、
養
育
院

史
上
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
同
年
の
出

所
者
数
は
二
六
〇
〇
人
、
無
断
出
所
六
七
〇
〇

人
、
院
内
で
の
死
亡
者
二
〇
七
〇
人
で
す
。
つ

ま
り
養
育
院
か
ら
出
た
人
（
＋
亡
く
な
っ
た

人
）
は
入
所
者
数
と
ほ
ぼ
同
数
で
す
。
一
年
の

間
に
大
量
の
人
が
入
退
所
し
て
い
た
異
常
な
状

況
が
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

昭
和
二
一
年
以
降
も
旧
軍
施
設
の
獲
得
を
め

ざ
す
動
き
は
続
け
ら
れ
、
視
察
や
交
渉
が
行
わ

れ
た
施
設
は
三
十
数
か
所
に
及
び
ま
し
た
。

二
階
建
て
の
附
属
病
院
を
新
築

工
員
寮
を
使
っ
た
附
属
病
院
開
院
か
ら
十
年
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
建
物
の
老
朽
化

と
火
災
防
止
上
の
問
題
か
ら
本
院
敷
地
内
に
養

育
院
在
院
者
の
た
め
の
新
病
院
を
立
て
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）

年
の
三
月
に
新
病
院
と
看
護
婦
寄
宿
舎
が
完
成

し
、
四
月
よ
り
診
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
、
新
し
い
養
育

院
付
属
病
院
と
老
人
総
合
研
究
所
、
リ
ハ
ビ
リ

セ
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
養
育
院
付
属
病
院

は
養
育
院
の
在
院
者
専
用
で
は
な
く
、
都
内
の

高
齢
者
を
対
象
と
す
る
病
院
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
に
は
、
養
育
院
創
立
百
周
年
の
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
、
当
時
の
皇
太
子
夫
妻
が
ご

臨
場
さ
れ
ま
し
た
。

板橋構内 昭和39年（東京都健康長寿医療センター所蔵）

都
内
の
高
齢
者
の
た
め
の
病
院

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
、
都
知
事
は
養

育
院
に
、
都
内
の
老
人
医
療
状
況
を
調
査
す
る

よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

老
人
病
院
の
建
設
が
必
要
と
い
う
考
え
て
い

た
附
属
病
院
長
は
「
東
京
都
内
老
人
の
医
療

現
状
と
対
策
」
と
い
う
報
告
書
を
ま
と
め
、
養

育
院
院
長
を
通
し
て
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

創立100周年記念式典（東京都健康長寿医療センター所蔵）

新築の付属病院（東京都健康長寿医療センター所蔵）

附属病院の建設（東京都健康長寿医療
センター所蔵）

本院敷地に建てられた附属病院（東京都健康長寿医療セン
ター所蔵）


